
　国立大学法人旭川医科大学は、地域に根ざした
医療・福祉の向上を旗印に、都市部と地方との医療
格差を是正したいという、国の強いリーダーシップ
の下、国立の新設医科大学の第一号として1973年
11月に開学しました。
　以来、卒業生を、地域医療の最前線や研究施設、
行政機関へと送り出してきました。
　北海道における少子高齢化・過疎化は全国を上
回る速さで進行していくと予想され、本学は国立大
学病院として国の方針に従い、公立病院を後押しし
ます。地域との連携を密にした医療人の育成を実
践していくために、2019年に地域共生医育統合セ
ンターを設置しました。
　医学科在学生の60％が北海道出身者で、本年度
の医師臨床研修マッチングでは56名が本学出身
（自大学出身者数 全国1位）でした。
　また、地域中核病院からクラウドに送られた情報
に本学病院の医師（約500名）が各々の携帯端末で
アクセスできるシステムを日本で初めて開発し、専
門医への迅速なアクセスにより、患者搬送中に治療
方針の決定や手術の準備が可能となり、「高度急性
期医療の機能強化」を図ることが出来ました。
　一方、看護学科の教育には各学年に「地域包括
ケア論」を取り入れ、当該ケアを担う看護師・保健
師・助産師の育成に向けた教育を行い、2019年に
設置した看護職キャリア支援センターで地域包括

ケアシステムを担う看護職を本格的に育成し、さら
に、高度急性期から在宅医療まで「当事者の視点に
立った地域包括ケアを担う」人材育成を行います。
　さらには、外国人人材を育成し国際医療へ貢献
することを目的に「国際医療支援センター建設」を
進めています。ロシアを中心にアジア・中東諸国な
ど外国の医師、看護師、医療技術者を受け入れ、本
学の専門医が日本の最先端の医療機器を使って教
育し、クラウド遠隔医療も応用するなど、人材育成
を図っていきます。世界中の誰もが良質な医療サー
ビスを受けられる医療インフラの構築を目指すこと
が、「本学の特徴を活かした国際貢献」であります。
　入試制度改革により2017年度に「国際医療人育
成枠」を設けました。
　2018年12月には、世界初となる超高精細映像
「8K」内視鏡を用いた腹腔鏡手術システムを導入し
ました。従来に比べ術野を細部まで高画質で映し
出せるようになり、出血や術後の合併症のリスクを
低減できることで、より確実で安全な手術の施行が
可能となりました。
　今後も、中核医療機関として先進技術を活かした
高度な医療の提供を目指すとともに、医療の効率
化・多角化を推進してまいります。
　旭川医科大学基金へのご支援を賜りますようお
願い申し上げます。

幸せで豊かな未来へ、
旭川医科大学の
これからの挑戦。

学長  吉田　晃敏

旭川医科大学基金について
基金の目的
旭川医科大学における教育及び研究活動の充実を図るとともに、
地域医療に根ざした医療・福祉のさらなる向上を目指すことを目的とします。

募集開始時期
2016（平成28）年10月から

基金の目標額
10億円

ご寄附の内容
○旭川医科大学基金全般へのご寄附
○修学支援事業へのご寄附
○その他

基金の使途

修学支援事業01
経済的な理由で修学に困難がある学生を支援いたします。
▪授業料、入学料又は寄宿料の全部若しくは一部の免除
▪学資の貸与又は給付
▪教育研究上の必要があると認めた学生による海外への留学に
係る費用負担
▪学生の資質を向上させることを主たる目的として、学生を教育
研究に係る業務に従事させる際の手当等負担

教育研究支援事業02
▪教育・研究環境の整備充実
▪若手研究者への研究費助成・国際学会等派遣支援 など

地域医療支援事業03
▪高度医療機器など病院設備の充実
▪先進医療の実施
▪医師、看護師等の復職支援と再教育システムの充実
▪医療従事者の資質向上のための研修の実施 など

その他、基金の目的を達成するための事業04

寄附金には税法上の優遇措置があります。特に平成28年から、修学
支援事業に対する個人の方々からのご寄附に関しては、これまでの
「所得控除」に加え「税額控除」の適用対象となりました。詳しくは
6・7ページに記載の「税法上の優遇措置」をご覧ください。
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